
圃

国

＝蕃

出

”
．ｔ
．．，
，

Ｖ“絲お羊
■
１

一
中
国
の
人
気
作
家
が
１０
年
ぶ

り
に
書
き
下
ろ
し
た
大
作
。
中

国
現
代
史
を
人
々
は
、
ど
う
生

き
抜
い
て
き
た
か
。
あ
る
義
兄

弟
を
通
し
て
赤
裸
々
に
描
く
。

前
篇
の
舞
台
と
な
る
の
は
６０

～
７０
年
代
。
女
手

一
つ
で
育
て

ら
れ
た
李
光
頭
は
、
７
歳
に
し

て
町
で
有
名
な
悪
ガ
キ
だ
っ
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
母
親
の
李
蘭

が
、
頼
り
が
い
の
あ
る
中
学
教

師

・
宋
凡
平
と
再
婚
す
る
こ
と

に
な

っ
た
。

李
光
頭
は
、
宋
凡
平
の
息
子

で
１
歳
上
の
宋
鋼
と
、
真
の
兄

弟
の
よ
う
に
絆
を
深
め
て
い
く
。

が
、　
一
家
の
平
穏
は
長
く
続
か

な
い
。
時
は
文
化
大
革
命
の
真

っ
只
中
。
反
革
命
分
子
と
さ
れ

た
父
親
は
撲
殺
さ
れ
、
数
年
後
、

母
も
病
死
す
る
。

後
篇
は
改
革
開
放
路
線
が
進

む
８０
年
代
以
降
の
中
国
。
街

一

番
の
美
女
と
結
婚
し
た
宋
鋼
は
、

真
面
目
で
は
あ

っ
た
も
の
の
時

流
に
つ
い
て
い
け
ず
貧
窮
。
片

や
李
光
頭
は
、
公
務
員
の
地
位

を
捨
て
て
廃
品
回
収
業
か
ら
身

を
立
て
、
「
ス
ー
パ
ー
リ
ッ
チ
」

と
呼
ば
れ
る
富
裕
層
に
成
り
上

が
る
。

大
変
貌
を
遂
げ
る
時
代
の
う

ね
り
に
、
２
人
の
人
生
は
翻
弄

さ
れ
る
。
悲
劇
と
喜
劇
の
要
素

を
と
も
に
取
り
込
ん
だ
、
息
の

長
い
物
語
。
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
は
、
い
か
に
も
中

国
流
と
い
っ
た
趣
。
〔文
藝
春
秋

。
上
下
巻
各
２
０
０
０
円
〕

北
村
薫
氏
は
、
『
ス
キ

ッ
プ
』

な
ど
の
作
品
で
多
く
の
愛
読
者

を
持
つ
人
気
ミ
ス
テ
リ
作
家
だ

が
、
博
覧
強
記
の
読
書
人
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
北

村
氏
が
０５
、

０６
年
の
２
年
間
、

母
校

。
早
稲
田
大
学
で
客
員
教

授
と
し
て
、
「創
作
指
導
Ｌ
表
現

演
習
」
を
担
当
。
本
書
は
そ
の

講
義
を
ま
と
め
た
講
義
録
で
あ

フ
●

。多
彩
多
様
な
テ
キ
ス
ト

（塚

本
邦
雄
の
掌
編
小
説
、
歌
舞
伎
の

「夏
祭
浪
花
鑑
」
、
寺
山
修
司
の
短

歌
な
ど
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の

表
現
の
面
白
さ
と
独
自
性
を
、

感
動
と
と
も
に
軽
や
か
な
語
り

口
で
伝
え
る
の
は
さ
す
が
。
日

々
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
と
出
会
い
、

《
ス
パ
ー
ク
す
る
》
作
家
の
創
作

魂
が
面
白
い
。
「書
く
号
」
と
「読

む
号
」
と
の
奥
義
を
、
「分
か
る
」

こ
と

「伝
え
る
」
こ
と
の
妙
味

と
と
も
に
教
え
て
く
れ
る
。

人
生
と
は
個
性
の
創
作
で
あ

る
と
す
る
氏
。
「生
き
て
い
く
毎

日
も
ま
た
表
現
」
と
い
う
言
葉

に
、
「読
む
こ
と
書
く
こ
と
」
は

人
間
理
解
の
方
法
で
あ
り
、
「読

書
」
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
も
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
る
。

編
集
者
の
話
等
も
収
録
し
、
学

生
だ
け
で
な
く
、
大
人
に
も
発

見
の
多
い
１
冊
。
〔新
潮
選
書
・

１
３
６
５
円
〕

本
書
に
登
場
す
る
２９
人
は
、

筆
者
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
派
員
時
代
、

取
材
対
象
と
し
て
接
し
た
人
物

が
中
心
で
あ
る
。
米
国
で
は
オ

バ
マ
、
ヒ
ラ
リ
ー
両
民
主
党
大

五
輪
開
催
を
控
え
た
巨
大
都

市
の
案
内
記
。
天
安
門
広
場
に

故
宮
、
郊
外
に
あ
る
万
里
の
長

城
や
慮
溝
橋
ま
で
。
主
要
な
名

所
を
次
々
に
紹
介
す
る
が
、
観

光
ガ
イ
ド
的
記
述
に
は
と
ど
ま

ら
な
い
。
約
３
０
０
０
年
前
の

燕
国
か
ら
歴
史
を
説
き
起
こ
し
、

街
の
中
心
は
元
の
皇
帝

・
フ
ビ

ラ
イ
が
矢
を
射
て
決
め
た
と
の

伝
説
も
披
露
。
繁
華
街

・
王
府

井
の
項
で
は
、
有
名
料
理
店
の

評
判
か
ら
夜
の
露
店
情
報
ま
で

伝
え
る
。
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家
の
著
者
は
、

７８
年
の
初
訪

間
で
魅
せ
ら
れ
て
以
来
の
北
京

リ
ピ
ー
タ
ー
。
自
身
の
五
感
を

使
っ
て
得
た
知
見
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。　
一
読
し
て
お
け
ば
、

五
輪
観
戦
の
楽
し
み
も
深
ま
る
。

一
郎
、
小
沢

一
郎
、
安
倍
晋
三
、

福
田
康
夫
と
い
っ
た
政
治
家
た

ち
か
。
「
メ
デ
ィ
ア
と
対
話
が
で

き
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
麻

生
太
郎
を

「
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ

ー
を
存
分
に
使
い
こ
な
し
て
い

る
初
め
て
の
外
相
」
と
評
し
、

福
田
首
相
の
章
で
は
、
「
日
米
同

盟
が
空
洞
化
の
兆
し
を
見
せ
て

い
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

人
物
評
伝
で
あ
り
な
が
ら
、

ア
メ
リ
カ
の
外
交
戦
略
や
日
本

外
交
の
問
題
点
ま
で
掘
り
下
げ

て
い
く
。
「イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

作
家
」
と
銘
打
た
れ
た
通
り
、

行
間
を
読
み
解
く
興
味
は
尽
き

な
い
。
〔講
談
社
。
１
７
８
５
円
〕

統
領
候
補
や
、
ケ
ネ
デ
イ
、
レ

ー
ガ
ン
両
元
大
統
領
、
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
元
国
務
長
官
、
欧
州

な
ら
コ
ー
ル
独
元
首
相
と
い
っ

た
現
代
の
国
際
政
治
を
動
か
し

て
き
た
キ
ー
パ
ー
ス
ン
ら
。

こ
こ
で
は
、
筆
者
の
フ
イ
ル

タ
ー
を
通
し
た
人
物
像
が
描
か

れ
る
。
「ブ
ッ
シ
ュ
の
戦
争
」
を

厳
し
く
批
判
す
る
オ
バ
マ
の
政

治
家
と
し
て
の
原
点
は
シ
カ
ゴ

の
黒
人
貧
民
街
で
あ
り
、
そ
の

彼
が
大
統
領
と
な
っ
た
時
、
ア

メ
リ
カ
の
政
治
は
ど
う
変
る
の

か
、
と
論
を
進
め
る
よ
う
に
。

読
者
に
と
っ
て
馴
染
み
が
深

い
の
は
、
麻
生
太
郎
、
小
泉
純
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